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（給与の支払日） 

第３条 給与は、毎月25日に支払う。ただし、支払日が休日にあたるときはその前日に支

払う。 

２ 俸給並びに前条第２号アからカまで、クからサまで及びツに規定する手当については、

当月１日から末日までの分を当月に、前条第２号セからチまで及びテに規定する手当につ

いては、当月１日から末日までの分を翌月に支払う。 

３ 前条第２号キの委員手当は、第18条の別表５に掲げる委員等については、当月１日か

ら末日までの分を当月に、第19条各号に掲げる委員等については、当月１日から末日ま

での分を翌月に支払う。 

４ 多人数履修者手当は、手当の支給事由が確定した後、速やかに支払う。 

５ 賞与及び試験手当の支払日は、理事会が決める。 

（死亡者に対する給与） 

第４条 職員が死亡したときは、その者が受けるべき給与はこれを遺族に、遺族のない場合

は葬祭を行った者に支払う。 

２ 前項の遺族とは、配偶者、子、父母、祖父母及び兄弟姉妹をいい、支払いの順位は前段

の順位により理事会がきめる。 

（給与の計算方法） 

第５条 月の途中において就職、復職又は退職した者の給与は勤務日数に応じて日割計算に

より支払う。 

第４章 賞与 

（支給時期） 

第27条 賞与は、毎年６月、12月及び３月に支給する。 

（計算方法） 

第28条 ６月、12月の賞与は、それぞれ前月末日現在、３月賞与は、３月31日現在の在職

者に支給する。 

２ ６月及び12月の賞与は、付表１の計算方法による。 

３ ３月の賞与は付表２の計算方法による。 

（賞与の減額） 

第29条 教育職員以外の職員は、欠勤日数により賞与から次の額を減額する。 

(1) ６月及び12月の賞与については 

賞与×（支給日の前月末日より過去６カ月間の欠勤日数／180） 
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(2) ３月の賞与については 

賞与×（前年４月１日より当年３月31日の間の欠勤日数／360） 

２ 公的事由によらないで責任時間を担当しない、教育職員については、 

賞与×（不足コマ数／10）を減額する。 

３ 教育職員の欠勤日数が引き続き１カ月を越えるときは、越える日数について第１項に準

じて減額する。 

（DC選択枠） 

第30条 DC選択枠の取扱いについては、確定拠出年金・DC選択枠規程の定めによる。 

２ DC選択枠のうち、確定拠出年金・DC選択枠規程に定める確定拠出年金掛金を控除した

額をDC選択枠支給額とし、賞与とあわせて支給する。 


